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もう一つの「八〇後」 : 「 詩界80后」















































































人留学生によって創刊された。現存の公式サイト cnd.org には「2021年 3 月 6 日 CND 成立32
周年、2021年 4 月 5 日『華夏文摘』創刊30周年」と記載されていることから、『華夏文摘』の













































































































































































































wenxue.com) and on the Internet  (e.g., Modern Taiwanese Poetry League at www.jour.nccu.edu.tw 
and Shuang-tzu-hsing jenwen shih k’an [Gemini Poetry Journal]at www.gemini.neto.net).
７）中国ネット文学研究者、ほかにも『当代中国ネット文学批評史（原題：中国网絡文学批評史）』や『ネッ
ト文学批評理論と実践（原題：网絡文学批評理論与実践）』（いずれも中国社会科学出版社により出版、
2019年）などを著している。
８）欧陽友権・袁星浩編著、中国文聯出版社、2015年。原題：中国网絡文学編年史。
９）中国語の「図雅」と「涂鴉」はアクセントが異なるが、ほぼ同じ発音である。
10）台湾出身の女性歌手チー・ユーは1979年 7 月 9 日に同名のアルバムを発表している。同曲はチー・ユー
で代表作の一つであり、当時は第二回香港中国語ゴールドディスク大賞ベスト10に入賞した。詩陽の
歳から考えれば、この曲に影響されタイトルを借りた可能性は高い。
11）『上海社会科学院学術季刊』1995年第 4 期、173〜181頁。
12）代表作『さよなら、ビビアン』（泉京鹿訳、小学館、2007年）が挙げられる。
13）直訳すると、「ガジュマルの下で」になる。中国系アメリカ人朱威廉（1971〜）によって開設され、
2020年 8 月25日にサーバーをシャットダウンされ、サービス終了となった。
14）路金波は西北大学経済学卒業、李傻傻の同門である。彼は2000年以降、民営出版に専念し、韓寒『一
座城池』（二十一世紀出版社、2006年）、王朔『我的千歳寒』（作家出版社、2007年）などの作品をプ
ロデュースした。
15）古龍（1938〜）の武侠小説『多情剣客無情剣』（1968〜1970年まで連載、邦訳は早稲田大学中国文学
教授岡崎由美により翻訳され、2002年に角川書店から出版されている）の登場人物である。
｜ 120 ｜
楊　　　冠　穹
16）荒林「現代漢詩学術研討会総述」『山花』1997年第10期、76〜78頁。
17）『東南学術』1998年第 3 期、78〜82・110頁。同論文は、『現代漢詩：反思与求索　1997年武夷山現代
漢詩研討会論文匯編』（作家出版社、1998年）にも収録されている。タイトルに使われた「网路」と
いう言葉は、台湾で使われるインターネットの言い方であり、中国では「网絡」と呼ぶのが一般的で
ある。
18）顧暁鳴編、作品集のタイトルは『進進出出：在網与絡、情与愛之間』（出入りする：「インター」と「ネッ
ト」、情と愛の間に）である。欧陽友権は1999年 5 月に出版されたと述べているが、中国国家図書館
の資料によると実際出版されたのは2000年 1 月であるため、1999年 5 月は企画段階と推測する。
19）桑克「互聯網時代的中文詩歌」『詩探索』2001年第 1－2 期、5 〜19頁。
20）張檸「青春小説とその市場背景」、原題「青春小説及其市場背景」、『南方文壇』2004年第 6 期、19〜
21・51頁。日本語訳は高屋亜希訳『中国同時代文化研究』（第 4 号、好文出版、2011年、64〜80頁）
参照。
21）楊冠穹「文学概念としての80后命名の始まりと合理性」注41、『日本当代中国文学研究会会報』第34号、
2020年12月、38頁。
22）趙目珍「自選本視野中的“80后”先鋒詩歌」『三峡論壇（三峡文学·理論版）』 2019年第 5 期、44〜49頁。
23）中島「回顧『詩参考』」『上海文学』2005年第 2 期、64頁。
24）張清華「『詩参考』：脹破時代的修辞与倫理」『上海文学』2005年第 2 期、69頁。
25）趙衛峰「大事記或十年脉象 中国80后詩歌進行時」『詩探索』2012年第 3 期（理論巻）、86〜110頁。作
者は70年代生まれの詩人、評論家であり、中国作家協会の会員である。
26）『詩潮』2002年第 6 期、64〜66頁。
27）今件は拙論「文学概念としての80后命名の始まりと合理性」（『日本当代中国文学研究会会報』第34号、
2020年12月、30〜38頁）にも記載している。
28）楊冠穹「「八〇後」と現代中国出版市場の変容〜韓寒を中心に」『東京大学中国語中国文学研究室紀要』
第17号、2014年11月、65〜89頁。
29）『首届全国新概念作文大賽B巻』（作家出版社、1999年、471〜472頁）により。新概念作文コンテスト
は毎年、受賞作をまとめて作品集として出版しており、附録に組織名簿と受賞者リストが添付されて
いる。これまでの作品集から見れば、毎年の委員会の構成員は若干変動するが、そのほとんどが作家
協会の会員であることは変わらない。
30）各会員の詳しい情報は、中国作家協会公式サイト（www.chinawriter.com.cn）の「会員」項目から確
認できる。
31）韓仁均『児子韓寒』、万巻出版社、2008年、49頁。
  （よう・かんきゅう　外国語学部助教）
